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本資料は自動車エンジンのターボチャージャー用として1998（平成10）年に世
界で初めて実用化に成功したセラミック製ベアリングである。ターボラグの減
少及び燃費改善のためにはターボチャージャー軸にベアリングを使用して回転
摩擦抵抗を減らすことが効果的である。エンジンの排気熱に伴う高温環境と
ターボチャージャーの高加減速に耐えるベアリングの開発が困難であったが、
ターボチャージャーメーカーである株式会社IHIの協力のもと耐熱・軽量で高
強度かつ高信頼性のセラミック球を用いたベアリングを開発することで実用化
に成功した。それまでセラミックが機械構造材料として自動車に量産採用され
た例は無かったが、本ベアリングは世界で初めて量産化された自動車用セラ
ミック製ベアリングという点で重要である。
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